取り扱い説明書

作業上のご注意　刈払機の事故は農作業機械の中では最多です

【作業前】
· 刃物は使用前によく点検し、ワレや変形その他異常がないことの確認。

· 刃物取り付け後は手で回してガタやブレがないことの確認。
· 飛散防止カバー取り付け確認。
· 刈払機は燃料の点検と時々のグリスアップが必要です。
【作業中】

· 服装は頭　顔　手　足　全般に防護品で守るよう心がけて下さい　作業者の周り半径5Ｍは危険地帯です、特に左10Mは石などが飛んで行き危険ですので人、物への大注意が必要です。
· 頭上の刈払作業は危険なので行わない事、斜面での転倒は事故に直結します機械メーカーの仕様に準じてください。
· 作業中刃を硬いものにぶつけるなどして異常な振動や音などが起きた場合は速やかにエンジンを停止し原因を究明解決してから作業して下さい。　
【鉄刃に関して】
· 刃を硬いものにぶつけ欠いてしまったとき・・・刃が少々欠けたぐらいでひび割れもなく異常振動も起こらないのであれば問題ないのでそのまま作業続行して下さい、また必要であれば刃を研ぎなおしてください。

· 大きく欠いてしまったとき・・・ひび割れがないことを確認して回転させたときに振動が起こるようであればバランスが取れるまで反対側の刃を研磨して下さい、ひびが入るまで損傷してしまった場合は使用を中止して下さい。
· 鋼鉄刃は厚さ1.6ミリを使用していますが10ｍｍ以上の太さの枝は切らないで下さい。
· 刃先が少々曲がったぐらいであれば硬い金床などの上で叩いて修理できます。
· ナイロンコードでも草を刈りますので神経質に頻繁に鉄刃を研ぐ必要はありません、１回研磨1ｍｍで３０回以上可能。
· もっぱら小枝や笹竹ばかりを刈る場合この製品は振動が大きいので避けて下さい、チップソーが適しています。
【ナイロンコードに関して】

· コードを巻くときや引き伸ばすときに鉄刃の部分で手を切らないようご注意下さい、たるみはないように巻いて下さい。

· コードの通し方は本体のマークに従って下さい（図参照）間違った通し方でも危険はありませんが表示どおりでないと引き伸ばしたコードが作業中に短く切断されることがあります。

· ナイロンコードの種類は現在いろいろなものが出回っていますが2.4ｍｍの細いものは耐久性低いが切れ味は良い、3ｍｍは切れ味まあまあ耐久性大、最近は３ミリ角で超耐久性のあるものが出てきました、切れ味は悪いですが馬力に物を言わせてガンガン仕事をしたい人はこちらも良いと思います。　
· 鋼鉄刃の部分￥２，５００　と　樹脂製のリール部分￥１，５００　がパーツで購入できますので必要な方はご連絡ください。（2012年現在）
御注意　　鋼鉄刃を研ぐときは切れ刃の部分のみを研いで下さい（草に直角にあたる部分）、外周部分を削りますと折角将来刃になる部分を削ることになり刃の寿命が短くなります。
【名称に関して】
SP-02 はセミプロ用第2号の略です
前モデルSP-01の改良版で扱い易くなっており能率も向上しています
この商品はセミプロ級以上の方々に使っていただきたく命名しました。
プロはさっさと仕事を片付けなくてはいけません、早い、きれい、コストかけない、怪我しない・・これがプロの仕事です、エンジンの回転数、操作棹の振りかた、ナイロンコードの太い細い、コードの突出長さの選択などで豊富な経験と技術をこのハイブリッドの草刈刃でよりいっそう発揮していただければ幸いです。
【商品化に関して】
刈払機の刃の部分は、高速回転、高振動、つる草の巻き込み、草のチップや土の入り込み、おまけに石や鉄骨に衝突するという何重もの悪条件にさらされます、このような悪条件のところへ精密な構造のものを持ってきてもうまくいきません、本製品は見れば解る故障のない簡単構造を大前提とし、パーツの形状、配置や材質の決定に何度も何度も実験を重ね、ようやくセミプロ仕様といえる能率の良いものが完成し、世界に先駆け日本で商品化となった次第です。
特許番号　第４３６４３０３号　　　　　商標登録番号（BENKEI）　第５３７８３３７号
製造販売元　弁慶ワークス株式会社　神奈川県藤沢市遠藤6190　代表取締役　冨田　立郎


















